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キーツの英雄神話『エンディミオン』
斎賀久子
序
　『エンディミオン』　（End．ymion）は4巻約4千行から成るキーツの唯一完成さ
れた長編詩である。従来の解釈では、Book　iの地上から、地下、海底を巡って昇
天する循環神話の物語と見る説、あるいはシンシアに象徴される理想美を追い求
める探求神話と見る説が有力である。しかし、いつれにしても、それだけでは掴
み切れない部分が出てくる。というのも、作品冒頭の“Athing　of　beauty　is　a
joy　for　ever”や、所謂「幸福論」の部分（Book　I，　ll．777－842）に視点が集中
する余り、一つのまとまりとしての作品像が考えられていないように思われるか
らである。
　この作品の全体像を捉えるには、多少複雑さがあることは否めない。特にBook
rvが混み入っていることと、最後の場面の唐突さはしばしば指摘されている。こ
のような複雑さの原因は、やはり神話的要素の多さにあると思われるが、一見装
飾的に並べ立てられているかのようにさえ見えるこれらの要素に注目することに
よって、それらをつなぐ全体像に迫ることができるのではないか、特に主人公の
エンディミオンという人物と、彼が旅をするというプロットが選択されたところ
にこの詩のもつ意味を解く鍵があるのではないかと考えられる。
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　はじめに執筆時の状況に触れておく。『エンディミオン』が執筆されたのは、
1817年3月3日に最初の詩集（Poems）　が刊行された直後にあたる。この詩集にも
収められた詩『睡眠と詩』（Sノθθρand　Poθtry）において、キーツは詩に対する
自分の態度を明らかにしている。その中でまず
Oh，　for　ten　years，　that　I　may　overwhelm
Myseif　in　poesy：　so　I　may　do　the　deed
That　my　own　soul　has　to　itself　decreed．
Then　will　I　pass　the　countries　that　I　see
In　long　Perspective，　and　continually
Taste　their　pure　fountains．　First　tlle　realm　I’11　pass
Of　Flora　and　old　Pan：　．．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ll．96－102）（e）
と、詩を書いていく決意を示している。そのためには花神フローラや老いた牧神
パンの国土に別れを告げなければならないという。
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And　can　I　ever　bid　these　joys　farewe11？
Yes，　I　lnust　pass　them　for　a　no1）ler　life，
Where　I　may　find　the　agonies，　the　str…fe
Of　human　hearts　－一　，．．
（11．122－25）
この「フローラやパンの国」とは空想と悦楽に満ちたスペンサー的世界であリ、
「人間の心の苦悶や葛藤がある、より高貴な人生」とはシェイクスピア的世界の
ことである。初期の詩作はスベンサーを手本にし、大きな影響を受けていたが、
やがてシェイクスピアに傾倒していき、彼のような偉大な詩人になることが目標
となる。そのためには、喜びに満ちた妖精の世界だけでなく、人間の苦しみや悲
しみを理解し描かなくてはならないと考え、このような態度を表明したのがこの
『睡眠と詩』という詩なのである。
　次に『エンディミオンー』創作中の手紙で自分の作品について書いているところ
を見てみると、
At　any　rate　I　have　llo　right　to　talk　ull　til　Elldymion　is　　　finished　－－
It　will　be　a　test，　a　trial　of川y　Power　of　llllagination　and　chiefly
of　my　invention　which　is　a　i’are　thjng　indeed　－－　by　whjch　I　mus｛・
make　4000　1．ines　of　olle　bare　ch℃umstance　and　fill　theiti　witll　Poet「y；
and　when　I　consider　that　tllis　js　a　8reat　task，　alld　that　wllell　done
it　will　take　me　but　a　dozell　paces　towards　the　Temple　of　Fanle　 －－
it　Hlakes　me　say　－－　God　forbid　that　I　sho1｝！d　be　wjthout　i　1｝c｝】a　tlo．：　k！
（Letter　to　Benjami1）　Bailey，　8　0ct．ober　l817）（’t）
このように、キーツは『エンディミオン』を大詩人になるための試練として考え
ていた事が分かる。つまり『睡眠と詩』で宜言したことを実行に移そうという初
めての試みだったと考えられる。
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　まず、エンディミオンとはどんな人物なのかを見てみる。ギリシア神話では彼
は若くて美しい青年の羊飼いで、月の女神が彼に恋して、彼の若さと美貌を永遠
に保たせ自分の物にするために、永遠の眠りに就かせ、夜毎彼のもとを訪れたと
いわれている。｛a｝このエンディミオンの眠りの特徴は、この詩においてもよく
活かされており、「エンディミオンはほとんど眠ってばかりいる。」｛4）といわ
れる程である。エンディミオンは度々気を失ったり眠りに落ちたりして、眠りの
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肉体的・精神的に人を蘇生させる力が強調される。キーツは眠りというものにた
だならぬ興味を持ち、拘リ、それの持つ力を認めていた。それは『睡眠と詩』と
いう題の詩を書いたことからも明らかだが、その中では
．．6．Yet　I　must　Ilot　forget
Sleep，　quiet　with　his　PoPPy　cornet，
F（5r　what　there　may　be　wortlly　in　these　rhymes
I　partly　owe　to　hirn．．．．
（11．347－50）
と言っている。つまり眠りの持つ力に詩の源泉と同等の物を見出していたのだ。
　また、興味深いことには、スペンサーは『妖精女王』　（Faθrie　ρueθ〃θ）の中
で登場人物たちに眠ることも夢見ることも許していないという。｛「’｝スペンサー
によると眠りは最も低い世界を3つに分けた1つで、死と地獄と並ぶものとされ
ている。キーツにとってはむしろ最も高いものの1つと考えられるので、この辺
りにも食違いが見られる。
　そして何より眠りは夢をもたらすものである。この詩においては夢が大きな役
割を担っている。まず何よりもこの物語の発端となるのがエンディミオンの見た
夢なのである。この夢の虜となっているエンディミオンに対して妹ピオナは夢を
批判する。
．．．　一一　how　ligllt
Must　dreams　themselves　be，　seeirlg　they’re　more　slight
Than　the　mere　nothing　tha．て．　engenders　thell1！
Then　wllerefore　sully　tlle　entrusted　gem　‘
Of　high　and　noble　life　witll　thoughts　so　sick？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Book　i，　ll．754－58）
　現実主義的な彼女にとって、夢は実質のない軽いもので、病的とまで呼ばれる
のだ。
　ところが、エンディミオンの見た夢は決して実りのない夢ではなく、「真実」
なのである。彼は夢から覚めた後にも泉の中にシンシアの顔を見、声を聞き、　「
覚醒時の判断」（1．859）でそれがただの夢でなかったことを確信する。それはま
さに「アダムの夢」と言える。（a）アダムが眠っている間に神が自分の肋骨から
イヴを作る夢を見たという『失楽園』　（Paradisθ五〇5つ　に出てくるこのエビ’ノ
ードはキーツの気に入りであり、ちょうど『エンディミオン』執筆時の手紙にも
引用されている。
What　tlle　imagination　seizes　as　Beauty　must　he　truth　－－　whether　it
existed　before　or　not　－－　for　I　h∂ve　the　same　Idea　of　a】】　our
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Passions　as　of　Love　they　are　all　in　their　subliIlle，　creative　Qf
essential　Beauty　－－　In　a　Word，　you　may　know　Iny　favorite　Speculation
by　my　first　Book　and　the　little　sqng　I　sent　in　my　last　－－　which　is
arepresentation　from　the　fancy　of　the　probable　l日ode　of　oPorati願19
in　these　Matters　－－The　Imagination　Il塵ay　be　colllpared　to　Adain’s　dt’eani
－－ @he　awoke　and　found　it　truth．
　　　　　　　　　　　　　（Letter　to　Bailey，　22　November　！817）（7，
つまりエンディミオンの見た夢も想像力が捉えた真実であると考えられていたこ
とが分かる。以上のことから、眠りの性質を持つエンディミオンが主人公である
ということが、すでにこの作品にとっての一つの大きな構成要素だといえる。
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　次に旅というプロットについて考察する。ギリシア神話においてはエンディミ
オンは旅はしていない。しかしこれは全くキーツの創作というわけではなくて、
キーツが影響を受けたといわれるマイケル・ドレイトンの『月の中の男』　（Tlie
〃∂11in　thθlfoon）　でもすでにエンディミオンが月の女神に導かれて天を旅して
いる。（H）しかしこの場合はあくまで女神と一緒に月のコースを巡るのであり、
つまりはギリシア神話の「月の女神に愛されるエンディミオン像」が描かれてい
るに過ぎない。
　それと比較すると、キーツのエンディミオンは月の女神を求めて独りで旅をす
るのである。途中で導かれたり助けられたりしながらも、自らの意志で自らの足
で進んでいく。しかも若い国王としての身分も美しく幸せな国やそこでの生活を
捨てて行くのである。これは英雄神話と呼ばれるものに類似しているように思わ
れる。英雄神話というのは一般に、身分の高い親の許を離れた（捨てられた）子
供（すなわち英雄）が旅をして、あらゆる困難を乗リ越えて最後に龍（怪物）を
退治し宝物を得るという筋である。この神話は精神分析的には、龍は親、宝物は
自我の象徴で、親との葛藤を乗り越えて自我を獲得するという個性化の過程、子
供から大人へのイニシエーションを表していると考えられている。“1，
　エンディミオンを地下へ通じる洞窟へ導いたニンフが、次のような台詞をいう
ところがある。
．．．thou　must　wander　far
In　other　regions，　pas1；　tl〕e　scanty　1）ar
To　mortal　steps，　before　thou　canst　be　ta’ell
From　every　wasting　sigl1，　from　every　pain，
Into　the　gentle　bosom　of　thy　love．
（Book　匪，　ll．123－27）
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この部分は『丘の上に爪先立って』　（fStood　7iρ一toθLlpon∂Litt／e　Uilノ）で
初めてエンディミオンを詩にうたった箇所と重なっている。
Ah，　surely　he　Ilad　burst　our　mortal　bars，
Into　some　wondrous　regioll　he　had　gone
To　searcll　for　thee，　div孟ne　Endimion！
（ll．190－92）
境界を越えることは、プロセルピナが冥府の境界を越えるように、しばしば大人
になるためのイニシエーションの象徴とされている。（to）
　ここで注目したいのは、この国の守護神がパンだということである。神話でも
パンは羊飼いや田園に住む全ての者達の神とされている。（11）エンディミオンが
初めて登場する場面はパンの祭典の最中で、パンの讃歌（Hymn　to　Pan）　が歌わ
れているが、彼は国王であるにも関わらず、夢に見た女神のことしか頭にない。
そしてこのパンが見守る国から出て行くのは、まるで父に背いて家を出ていく息
子のようだが、前に述べたキーツにとってのパンの世界の意味を考えると、スペ
ンサー的世界からの脱出の試みとも受け取れる。
　エンディミオンは
．．．．Where　soil　is　men　grow，
Whether　to　weeds　or　f】owers；　but　for　me，
There　is　no　depth　to　strike　in．　I　can　see
Naught　earthly　worth　my　compassin9，　so　stand
Upon　a　misty，　jutting　head　of　land－一
（Book　皿，　11．159－63）
と言って、地下へと降りていくのである。
　エンディミオンの旅には3組の神話上の恋人達が登場するが、地下へ降りてま
ず最初にヴィーナスとアドニスに会う。アドニスは猪に突かれて死んだ後、冬の
間は地下で眠り、夏にはヴィーナスと天で暮らすようにされた。アドニスの眠り
の性質と女神に愛される若く美しい青年像は、エンディミオンの分身のように見
える。そして今夏が来て迎えにきたヴィーナスと天に昇っていく幸せな光景は、
エンディミオン自身の将来に期待を持たせる。しかし彼らには一年の半分しか会
うことを許されていないという悲しみも付きまとっているのである。
　次に出会うのはアルフイーアスとアレシュウザである。アルフィーアスは川の
精で、その川で沐浴した乙女アレシュウザは彼との恋を恐れて女神ダイァナに水
流に変えてもらう。そして今アルフィーアスはそのことを嘆きながらアレシュウ
ザを追いかけ、アレシュウザは後悔しながらも逃げている。この悲しみに満ちた
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二っの流れを見てエンディミオンは涙を流し、ダイアナに彼等の苦痛を和らげて
やるようにと呼び掛ける。
　それから、海底に出たエンディミオンはグローカスとシラに出会う。この二人
は嫉妬した魔女サーシーに魔法にかけられ、グローカスは老人に変えられ、シラ
は命を奪われている。グローカスは水中から現われた老人の手から受け取った、
魔法を解くための巻物と杖を持っている・。この老人は所謂「老賢人」Cwise
old　man’）という、英雄が困難に陥ったときに忠告や助言をもたらす、老人の姿
をとって現われる精神の元型だと思われる。｛t　2）グローカス自身も、登場した時
にはエンディミオンの進むべき道を教えてくれる「老賢人」のようにも見えるが
彼の老いは仮の姿なのでそうはいかないのだ。逆に巻物に予言されているエンデ
ィミオンが彼を助けることになる。
AJ！0麗力，かアカθ∂レθ刀1」！pomer／oyed∂ノ1ゴノθゴ，
S12∂〃st∂nd　bθforθ〃〃，昭の0〃hθsh∂〃ゴireet
Ho静「　to　　OO刀5〃〃〃∂孟θ　　∂ノノ．　　7ソ》θ　J／0こ1th　　θノθOt
〃ust　do‘カθthin8，01’both　m〃ノbe　dθstroJ〆θゴ．
（BQok　皿，　11．708－11）
この海底での出来事は、あらかじめ用意されていたエンディミオンの試練として
設定されているのである。
　二入はシラと他の多くの恋人たちの安置してある水晶宮へ行き、魔法を解く。
エンディミオンに課せられた仕事は杖を折ることや、細かく千切られた巻物を撒
くことなどだが、それによってグローカスは若返り、シラと恋入たちは甦る。
　謎を解くことは英雄神話において龍退治の一種と考えられているので、この魔
法を解く行為もそのように考えられそうだが、これは全て他人のために行なわれ
たことであって、彼自身の龍を退治したわけではない。q　：”エンディミオンは哀
れみを感じて自らグローカスに近付き、その苦痛を知ってそれから解放した。ア
ルフィーアスとアレシュウザの時は女神に訴えるだけであったのが、ここでは自
ら助けることを成し遂げるという成長を見ることができる。この3つの挿話を通
して、エンディミオンは他人の苦しみや悲しみを理解し、救うということを段階
的に学ぶのである。
　Book　Nで再び地上に戻ったエンディミオンが出会うのは、インド乙女（lndian
Maiden）というギリシア神話にはない人物である。独り故郷を遠く離れてしまっ
たことを悲しみ嘆く彼女に対し、今やエンディミオンは同情を感じずにはいられ
なくなっている。しかし彼女を救うということはたちまち彼女を愛することにす
り変わってしまう。彼女の歌う歌が悲しみの歌（Ode　to　Sorrcw）　であることは
Book　lのパンへの讃歌と対照的で、同じ地上でもシェイクスピア的世界に近く、
エンディミオンの成長が反映しているとも考えられる。インド乙女は彼に課せら
れた最後の関門のような存在といえよう。
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　シンシアとインド乙女は天上と地上という対称的な性質が強調されているが、
同時に二人を愛さずにはいられないことに悩み苦しむエンディミオンはその間で
引き裂かれる想いをする。そしてそのような自分0）心を表現して言う台詞が、
I　do，　I　do．　What　is　this　soul　then？　Whence
Came　it？　It　does　not　seeTn　my　owrl，　and　I
Have　no　self－passion　or　identity．
Some　fearful　end　must　be．　Where，　where　is　it？
By　Nemesis，　工　see　my　spirit　flit
Alone　about　the　dark．　Forgive　me　sweet　－一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Book　琿，　　11．475－80）
これは自分ではコントロールできない無意識を表しているように思われる。自分
の無意識と向かい合い、その存在を認めることが成長の過程では求められるので
ある。
　そしてシンシアもインド乙女も相次いで消えてしまい、絶望したエンディミオ
ンは「静寂の洞窟」（Cave　of　Quietude）に導かれる。そこは「魂がさまよい入っ
て自らの存在を辿るために造られた暗いところ」で、　「まだ旅したことのない人
はいつか必ず来る」所である。　「苦痛の疾風」で取り囲まれながら、内部は静寂
で、魂が和められるが、実はそれは彼自身の「心の奥」にあるというのだ。彼は
今自らの内に再生する力を蓄えたのであり、これは一つの自立の兆しといえる。
エンディミオンは自らの地上性を認識し、地上すなわちインド乙女を選ぶ。そし
て天上に憧れたことは層越だったと反省し、シンシアのことを「夢」と呼び、別
れを告げる。しかし逆にインド乙女には別れを告げられ、彼は失望しさまよいな
がら、故郷に戻ってくる。そこで、自分の王国が今、秋を迎えて死にかかってい
るので、王であった自分も死を共にするのは当然だと言うのだが、これは「地上
に成すべきことがない」と言っていた以前のエンディミオンとは全く対称的であ
る。そして
My　kingdom’s　at　its　death，　and　just　it　is
That　I　should　die　with　it．　So　in　alI　this
We　miscall　grief，　bale，　sorrow，　heartbreak，　woe，
What　is　there　to　plain　of？　By　Titan’s　foe
I　am　but　rightly　served．．．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Book　N，　ll．940－44）
という言葉から、苦しみや悲しみを冷静に受けとめることができるまでに成長し
たことが分かる。そして、タイタンの敵、すなわち天の父であり神々の長である
ジョウヴ（Jove）によって定められている自分の運命を受け入れているように見
える。しかしすぐ後に
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．．．　I　did　wed
Myself　to　things　of　light　from　infancy，
And　thus　to　be　cast　out，　thus　lorn　to　die，
Is　sure　enough　to　make　a　lnortal　mall
Grow　impious．．．．
（Book　N，　11．957－61）
と言う。「光のものごと」（‘things　of　Iight’）とはシンシア、或いは天界、神
々を表すと考えられる。そして「こんなにして投げ出され」という言葉は、英雄
神話において、英雄が誕生直後に親に棄てられるというエピソードが多いことを
想起させる。（14）これほど苦難を乗り越えて旅をしてやっと故郷に辿り着いたの
に、自分は報われることなく、神の定めた運命、死という運命を免れることがで
きない。そんな神に対して不信感を抱くが、神に逆らうことは許されていないし
不可能なのだ。
　しかし、それでも遂に
．．．：　’Sister，　I　would　have　command，
If　it　were　heaven’s　will　on　our　sad　fate．’
（Book　N，　ll．975－76）
と叫んでしまう。神に運命を支配されるのではなく、自分の運命は自分で定めた
いという、’胸の中にずっと持ち続けていた欲求が表れたのであり、この一言は神
からの自立を訴える重大な言葉なのである。それはこの言葉によってインド乙女
がシンシァに変身することからも分かる。ここにきてエンディミオンは、シンシ
アという女性と不死性という宝物を手に入れることができるのだ。従ってこの言
葉を言ったことが、英雄神話における龍退治に相当すると考えられる。
　宝物を得た結果、英雄の変身が起こるのが普通である。C－1　「，）この場合は霊化、
すなわち死すべき者から不死の者への変身であろう。しかしこの最後の場面はそ
れまでの長い旅に比べて唐突で、彼等は「彼方へ消えた」（They　vanished　far
4way！）（1．1002）としか表現されておらず、はっきりと霊化されたとは書かれて
いない。更にエンディミオンがシンシアを獲得したというよりも、やはり最後ま
でシンシアの方が優位に立ち彼を導くという母と子のような関係である。天に昇
ったとしても、ドレイトンの詩のタイトルのように「月の中の男jになってしま
っているように思われる。つまりエンディミオンの自立が完全ではないように思
われる。もしそうだとするとこの英雄神話は失敗に終わったのだろうか。
　このことはしかし、キーツの自我に対する考えと共通してくる。彼は「天才は
どのような個性も持たない」といっている。
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Men　of　Genius　are　great　as　certain　ethereal　Chemicals　operating　on
the　Mass　of　neutral　intellect　－－　by　［for　but］　they　have　not　ally
individuality，　any　determined　Character．
　　　　　　　　　　　　（Letter　to　Bailey，　22　November　1817）（「6，
これはあのネガティヴ・ケイパビリティ（Negative　Capability）　とも通じるキ
ーツの中心的な考えの一つである。この「天才」というのもやはり偉大な詩人の
理想像であるシェイクスピアのことを念頭に置いていると考えられる。この詩の
中でも「アイデンティティがない」というような言葉が見られた。キーツにとっ
て、偉大な詩人になるということは自我を持たないということなので、成長の結
果が自我を確立するのでなくても不思議なことではなく、キーッの英雄神話とし
てはむしろ当然なのだ。シンシアという「想像力が捉えた真実」に達することが
できたことで、成功しているといえるだろう。
　キーツは後に詩作時のことを振り返って次のように言っている。
In　Endymion，　1　1eaped　headlong　into　the　Sea，　and　tllereby　llave
become　better　acqainted　with　tile　Soundings，　tlle　quicksands，　＆　the
rocks，　than　if　I　had　〈stayed＞　stayed　　upon　the　green　shore，　and
piped　a　silly　pipe，　and　took　tea　＆　comfortable　advice．　一一　I　was
never　afraid　of　failure；　for　I　would　sooner　fail　than　not　be　among
the　greatest　－一
　　　　　　　　　　　（Letter　to　J．A．　Hessey，　8　0ctober　1818）a7｝
ここでも、この詩が偉大な詩人に近付くための試練であったことが述べられてい
る。そして、その出来具合よりも、とにかく書くということに意義があったこと
を認めていることが分かる。そしてこの詩の序文でも「熱狂的な試作」「未熟な
作品」と自分の作品を卑下しているが、自分は少年と大人の間の、心が発酵（動
揺）状態（ferment）にあり、性格も定まっていない時期にいるとしている。まさ
に成長過程の途中にいることを告白しているのである。
4
　Book　iの冒頭は早春で、秋までにはこの物語を書き終えようと宣言している。
キーッが書き始めたのも確かに春で、「秋までに完成するという約束」をしてい
たらしい。“e）実際に完成したのは、11月28日と遅れたが、物語を秋で終わらせ
るという構想は実現されている。まさにエンディミオンの旅とキーツの詩作は同
時に行なわれていたのであり、その時間の経過、循環神話的構造がこの詩の大き
な枠組みとして見えてくる。
　従って、詩作の難航が詩の中の旅に影響したのも当然であり、Book　rFの複雑さ
の大きな原因もそこにある。もう一つの可能性としては、循環と季節の間のずれ
一51一
である。ふっう循環神話では、秋から冬にかけて地下く降り、春に再び地上へ戻
るという、植物的な死と再生を描いている。ところがこの詩の場合、地下で夏を
迎え、地上に戻ったときには秋という死を迎える季節になつてしまっている。そ
のために地上で死を覚悟することが要求されるのではないかと考えられる。
　最後の場面の唐突さについては、目的よりもそれに達するまでの過程を重視し
ている表れと考えることができる。これが、目的に重きを置く探求神話でなく、
過程を重視する英雄神話として捉えたい理由でもある。ついでに付け加えれば、
シンシアは理想美であるかもしれないが、他の神々の目を恐れてエンディミオン
を昇天させられないばかりか、自分の名前さえ名乗れない。彼女もまた自分の父
であるジョウヴを乗り越えなければならない、エンディミオンの分身のような一
面を持ち、必ずしも完壁な理想像ではないのである。
　エンディミオンの旅は様々な困難を乗り越えていくことに意義があり、シンシ
アと結ばれるのはその結果である。スペンサーの影響下から抜け出し、シェィク
スピァのような偉大な詩人になるという大きな目標を持ちながら、とりあえず四
千行の詩を書くという過程を自らに課したキーツの意識或いは無意識は、この英
雄神話という形に表れているのである。
　このような神話の選択が、意識的であったか無意識のうちにであったかは分か
らない。無意識のうちにであれば、神話が普遍的無意識の表れであるということ
の例証になるかもしれないが、少なくとも、キーツはそのようなことを、神話の
普遍性というものを直観的に分かっていたのではないかと思われる。それは彼の
夢に真実を見る態度を考え合わせると一層強められる。カッシーラ「は、比喩が
「言語と神話とを結ぶ知的な結び目である」ことは、．特に詩（好情詩）において
保たれていると言う。そして、　「この両者［言葉と神話的イメージ］は精神が邪
魔も妨害もなく動きまわれる明るい輝かしいエーテルになってしまう。」と雷っ
ている。（19⊃これは、天才の偉大さをエーテルに喩えたキーツの言葉と重なり合
う。自我を持たないからこそ、自由に他のものの中に入り込み、そのものになり
きったり、受容したりすることが出来るのだ。それは人間の意識的な部分、ペル
ソナと言われるような部分を取り去ったときに現われる、無意識の働きによく似
ている。精神あるいは無意識は、　「それ自身の器官として」言葉と神話を利用す
るという。（2ωこの『エンディミオン』という詩も、キーツの自我（意識）を抑
えた精神（無意識）が、神話を器官として機能させて生まれてきたと言うことが
出来るかもしれない。
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